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６月定例会

令和４年６月定例会を６月13日から７月１日までの19日間
の会期で開催しました。
本定例会では市長から提案された議案12件を審議しました。

議案については、いずれも原案のとおり可決・承認しました。（採
決の結果は４ページに記載）
上程された議案は、３つの常任委員会に付託され、審査しまし

た。その内容は次のとおりです。

総務教育建設委員会

●市税条例等の一部改正
令和４年度税制改正に伴い、「地方税法等

の一部を改正する法律」が令和４年３月31
日に公布されたことを受け、市税条例等の一
部を改正するもので、主な改正内容は、住宅
ローン控除の適用期限の延長、固定資産課税
台帳の閲覧及び証明書の交付におけるDV被
害者等の記載されている住所の見直し、上場
株式等の配当所得等に係る課税方式の見直
し、その他地方税法の改正に伴い所要の改正
を行おうとするものとの説明がありました。

質疑の中で、「不動産の所有者がDV被害
者である場合、住所に代わる事項として登記
簿に親族、知人や支援団体の住所を記載する
ことができると説明されたが、支援団体の住
所が記載されることにより、逆に加害者に居
場所を特定される恐れはないか」との質問に
対し、「現時点で示されている住所に代わる
事項は一例であり、現在の運用では前住所や
前々住所の記載が行われていると聞いてい
る。また、法務局の住所を住所に代わる事項
として記載することも検討されているが、詳
細については今後詰められる」との答弁があ
りました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

●災害対応特殊救急自動車及び高度救命処置用
資機材一式を更新

大槻ポンプ工業株式会社と2,937万円で
物品売買の仮契約を締結したとの説明があり
ました。

質疑の中で、「新しい資機材はあるか」との
質問に対し、「新たな資機材はない。従来から
所有している資機材が、少しずつ良くなって
いる」との答弁がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

その他、６議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決及び承認となりまし
た。

住宅ローン控除の適用期限の延長など

導入予定と同型の災害対応特殊救急自動車

高度救命処置用資機材

令和４年度 議会報告会「市民と議会のつどい」を開催いたしました

　今年で11回目となる「市民と議会のつどい」を、５月13日から24日に
かけて、市内12地区において開催し、166人の方にご参加いただきました。
　最初に令和4年度の予算議案などの報告を行い、その後の意見交換会を
充実させるため、時間を長くとらせていただきました。意見交換会では、道
路河川改修、除雪、防災対策、自治会運営、有害鳥獣、定住促進など、市政
全般にわたり157件のご意見やご要望をいただきました。頂戴しました貴
重なご意見・ご要望については、今後の市政に活かすため、７月５日に山
崎市長に報告いたしました。市議会では、今後も市民の皆様の声を市政に
反映させられるよう努力してまいります。今後とも皆様のご理解とご協力
をいただきますようお願いいたします。



産業厚生環境委員会

●里山交流研修センター整備工事請負契約を締結
里山交流研修センターの整備工事に伴い、

建築本体工事は、福岡建設株式会社を契約相
手方として、請負契約が締結されます。

契約金額は、１億7,380万円で、工期は令
和４年７月２日から令和５年３月28日まで
の予定です。

質疑の中で、「宿泊定員は増えるのか、工夫
した所や図面にあるロケットストーブについ
て説明願いたい」との質問があり、「従前より
定員は減少し30名としているが、コロナ禍
により大部屋を無くし、洋室４名定員を７部
屋、和室２名定員を１部屋とした。ロケット
ストーブは屋内用で森林資源を考えてもらう
機会になればということで導入を計画した」
との答弁がありました。

また、「従前からの変更点は」との質問に対
し、「コロナ禍による新しい生活様式に対応す
るためWi-Fi設備が利用できるコワーキング
エリアを設けている」との答弁がありました。

さらに、「今回市が宿泊料の安い施設を建設
することで、農家民宿の経営を圧迫すること
はないか、事前に説明会を開催し納得しても

らったのか」との質問があり、「団体利用がメ
インの施設であり、宿泊定員も従前より減少
することから、農家民宿の経営圧迫にはつな
がらないと考えている。事前説明会は開催し
ていないが、里山の理事の中にも農家民宿の
経営者がおり、情報は共有していただいてい
ると考える」との答弁がありました。
「計画平面図を見ると、全室押戸になってい

るがユニバーサルデザインの関係で問題はな
いのか、車椅子にも対応しているのか」との
質問があり、「京都府の福祉のまちづくり条例
に適用した設計となっており問題はない」と
の答弁がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

3

Digest

●令和４年度一般会計補正予算（第２号）
新型コロナウイルス感染症による影響が

長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し
て、子育て世帯生活支援特別給付金を支給す
るものです。

質疑の中で、「児童手当や児童扶養手当の
受給者ではないその他の子育て世帯は申請方
式でと聞いていたが、漏れなく周知するため
に、どのような取組や広報をされるのか」と
の質問に対し、「広報ねっとあやべやホーム
ページへの掲載のほか、エフエムいかるでも
PRする。申請期限が令和５年２月28日まで
となっているので、随時広報を行っていく」
との答弁がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

●令和４年度一般会計補正予算（第３号）
物価・原油高騰対策としての給食費支援や

国庫補助金の追加採択による駅北複合施設整
備事業費の増額、コミュニティの醸成など、
市民生活や地域活性化を支援するため６億
3,426万９千円の追加予算を計上するもの

です。
質疑の中で、「西部地区の期日前投票所の

設置事業費については、今後、費用対効果も
もちろんあると思うが、投票率向上や分散と
いう効果が見込める場合には、例えば市立病
院の待合所などでも期日前投票所の設置を前
向きに検討されるのか」との質問に対し「今
回、選挙管理委員会において検討いただく中
で、西部地区に期日前投票所１か所を新たに
設置することで決定いただいたところだが、
現在、更なる増設計画は持ち合わせていな
い。今後近隣市の状況や国・府の動向も見な
がら検討していきたい」との答弁がありまし
た。

また、「茶等燃油価格高騰対策支援事業費
は団体への補助だが、これによって市内の茶
農家のうちどれぐらいがカバーされているの
か」との質問に対し「大半がカバーできるの
ではないかと考えている」との答弁がありま
した。

その他、専決処分事項の報告１件について
審査を行い、採決の結果、３議案とも全員賛
成で可決及び承認となりました。

里山交流研修センターの整備が始まります

予算決算委員会 子育て世帯への給付金支給や給食費の支援を

里山交流研修センター完成イメージ図
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令和 4 年度補正予算

専決処分事項の報告

《 全員賛成で可決・承認した議案》

件　　　名 結　果

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

承　認

承　認

議第43号

議第44号

議第45号

市税条例等の一部改正について

市営住宅設置及び管理条例の一部改正について

まちづくり条例の一部改正について

動産の取得について

里山交流研修センター整備工事（建築本体工事）請負契約の締結について

一般会計補正予算（第2号）

一般会計補正予算（第3号）

専決処分事項の報告について（市税条例の一部改正について）

専決処分事項の報告について（令和3年度一般会計補正予算（第13号））

議第46号

議第47号

議第48号

議第51号

議第52号

議第49号

議第50号

報第1号

報第2号

可　決

可　決

可　決

市議会議員及び綾部市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営に関する条例の一部

改正について

市議会議員及び綾部市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例の一

部改正について

市議会議員及び綾部市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部改

正について

■福知山市公立大学地域防災研究センター防災研修

防災対策特別委員会では、令和４年５月10日に福知山公立大で研修会
を開催。同大学の横山泰昭地域防災研究センター長から、府北部の過去の
災害を踏まえ、災害時の住民への避難の促し方などを解説いただいた。

綾部市の住民が台風や豪雨の際に毎回家族宅へ避難されており、平成
30年７月の西日本豪雨災害では、住宅が避難中に全壊したが、命を守る
事が出来た例を挙げ、避難の大切さを強調された。

また、由良川が最高水位に達した平成25年の台風18号時に、川の氾濫
の危険性がある最中に、「今、雨がやんでいるから」と避難所から帰ってい
く人がいたと具体的でわかりやすい情報提供に工夫も必要だと説明を受
けた。

防災対策特別委員会活動報告防災対策特別委員会活動報告

●沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書
可決した意見書は関係機関へ送付しました。内容は10ページに記載。

可決した意見書
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Ｑ　

近
年
、
独
自

の
地
域
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
活
用
に
取

り
組
む
自
治
体
が

増
え
て
い
る
と
聞

く
。
本
市
に
お
い

て
は
、
健
康
増
進

の
「
あ
や
ち
ゃ
ん

健
康
ポ
イ
ン
ト
」
の
事
業
を
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に
賛
同
さ
れ
る
企

業
・
団
体
・
店
舗
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
感

じ
る
が
、
取
組
状
況
は
。

Ａ　

今
年
度
は
、
取
組
型
に
22
、
協
賛
型
に
５
、

両
方
に
11
と
全
38
団
体
を
認
定
し
て
い
る
。

取
組
型
に
は
啓
発
活
動
や
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
応

募
、
協
賛
型
に
は
抽
選
商
品
の
提
供
を
い
た
だ

き
、
健
康
に
対
し
て
市
民
に
広
く
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　

最
近
は
色
々
な
取
組
の
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度

が
増
え
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
環
境
保
全
や
省
エ
ネ
ル
ギ
―
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
市
も
実
施
す
れ
ば
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
や
10
年
後
の
紙
ご
み
50
％

削
減
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
く
と
思
う
が
ど
う

か
。　

Ａ　

国
が
策
定
し
た
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
お
い
て
は
、
地
域
の
C
O

2

削
減
ポ
イ
ン
ト
の

普
及
拡
大
と
い
う
方
針
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
す

る
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
仕
組
み
の
実
証
の
ほ
か
、

C
O

2

の
削
減
量
計
算
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み
の
整

備
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
国
に

よ
る
仕
組
み
の
整
備
も
進
む
た
め
本
市
に
合
っ

た
手
法
を
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地域ポイントの活用が必要では民政会　　酒　井　裕　史

Ｑ　

家
族
の
介
護

や
世
話
な
ど
を
日

常
的
に
行
う
18
歳

未
満
の
子
ど
も
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
言
わ
れ
て
お

り
、
政
府
は
今
年

度
か
ら
３
年
間
を

認
知
度
向
上
の
集
中
取
組
期
間
と
定
め
た
。
今

年
1
月
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に
し
た
厚
生
労

働
省
初
の
実
態
調
査
で
は
、
約
15
人
に
一
人
に

当
た
る
６
．
５
％
が
世
話
を
し
て
い
る
家
族
が

い
る
と
答
え
た
。
世
話
を
し
て
い
る
家
族
が
い

る
児
童
は
、
い
な
い
児
童
よ
り
欠
席
、
遅
刻
、

早
退
す
る
割
合
が
高
く
、
学
業
、
健
康
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
実
態
を

ど
の
よ
う
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
綾
部
市
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
要
保
護

児
童
の
早
期
発
見
、
適
切
な
保
護
、
要
支
援
児

童
へ
の
支
援
を
図
っ
て
い
る
。
同
協
議
会
で
把

握
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
12
件
で
全
体
の
６
％
を

占
め
て
い
る
。
内
訳
と
し
て
、
幼
い
き
ょ
う
だ

い
や
、
病
気
・
障
害
の
あ
る
き
ょ
う
だ
い
の
世

話
、
目
の
離
せ
な
い
家
族
の
見
守
り
や
声
掛
け

な
ど
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
社
会
全
体
の
認
知
度

が
低
く
、
本
人
も
気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
引
き
続
き
実
態
把
握
に
努
め
た
い
。

Ｑ　

相
談
体
制
、
支
援
強
化
な
ど
今
後
の
取
組
は

ど
う
か
。

Ａ　

福
祉
、
介
護
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
関
係
機

関
職
員
の
研
修
会
や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、

H
P
等
で
情
報
発
信
に
努
め
体
制
を
整
え
る
。

ヤングケアラーへの支援を公明党　　森　　義　美

市政を問う
６月21日から23日の３日間にわたって15人の議員が市政全般について質問を行いました。ここでは

一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

一 般 質 問

　本号からQRコードを読み取ると、一般質問の録画映像がご覧いただけます。お使いの携帯電話にQRコード読み取り機能がある
場合、記事内のQRコードを読み取るだけでURL が表示されます。ホームページから検索しなくても手軽にアクセスできます。
※操作方法は、お使いの機種によって異なりますので取扱い説明書等でご確認ください。

QR コードからアクセス
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Ｑ　

前
例
に
無
い

ス
ピ
ー
ド
・
規

模
で
物
価
・
原
油

高
が
進
行
し
て
い

る
。
本
市
の
産
業

界
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

５
月
に
実
施

し
た
緊
急
経
済
対

策
会
議
で
は
、
今
回
の
物
価
・
原
油
高
は
中
小

企
業
の
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
と
異

な
り
す
べ
て
の
業
種
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
関
係
機
関
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

Ｑ　

物
価
高
騰
分
を
自
社
製
品
等
に
価
格
転
嫁
で

き
る
企
業
は
、
苦
し
い
な
が
ら
も
対
策
を
講
じ

ら
れ
る
が
、
価
格
転
嫁
に
時
間
を
要
す
る
企

業
や
、
そ
も
そ
も
価
格
転
嫁
で
き
な
い
厳
し
い

企
業
・
業
種
も
あ
り
、
行
政
の
支
援
が
必
要
。

高
騰
分
を
補
填
す
る
一
時
的
支
援
に
加
え
、
も

の
づ
く
り
企
業
特
別
応
援
補
助
金
の
よ
う
に
、

生
産
性
向
上
や
省
エ
ネ
な
ど
企
業
の
力
自
体
を

向
上
さ
せ
る
支
援
を
今
後
も
継
続
し
、
加
え
て

対
象
を
製
造
業
以
外
の
業
種
に
も
拡
充
す
る
こ

と
で
、
更
な
る
高
騰
や
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る

中
、
持
続
的
に
企
業
を
支
援
で
き
る
制
度
に
な

る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。　
　

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
国
・
府
の
施
策
の
隙
間
を

狙
っ
た
支
援
策
を
実
施
し
て
お
り
、
生
産
性
向

上
の
た
め
の
設
備
投
資
に
役
立
っ
た
と
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
。
原
油
価
格
や
物
価
高

騰
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
府
の
支
援
施
策
を

見
据
え
な
が
ら
、
緊
急
経
済
対
策
会
議
で
関
係

機
関
等
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
引
き
続
き
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

一時支援に加え企業力向上支援を民政会　　種　清　喜　之

Ｑ　

原
油
や
物
価

の
高
騰
を
受
け
、

市
と
し
て
早
急
に

中
小
零
細
企
業
を

中
心
に
幅
広
い
事

業
者
へ
の
支
援
策

が
必
要
で
は
。

Ａ　

緊
急
経
済
対

策
会
議
で
の
要
望
、
意
見
を
参
考
に
、
国
・
府

の
動
向
を
注
視
し
、
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

今
後
ま
す
ま
す
物
価
高
騰
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
低
年
金
や
特
に
単
身
女
性
も
含
め
た
子
育

て
世
帯
で
は
な
い
低
所
得
の
方
々
へ
更
な
る
支

援
が
必
要
で
は
。

Ａ　

既
存
の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
事
業
な
ど
を

効
果
的
に
活
用
し
つ
つ
、
国
が
実
施
す
る
支
援

制
度
に
つ
い
て
も
注
視
し
、
対
応
し
た
い
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
っ
た
生
活
困
窮
者
へ

の
特
例
貸
付
の
利
用
状
況
は
。

Ａ　

緊
急
小
口
資
金
、
総
合
支
援
資
金
貸
付
、
延

長
貸
付
、
再
貸
付
の
全
て
合
わ
せ
て
、
３
１
３

件
、
総
額
は
１
億
２
，
１
１
０
万
円
。

Ｑ　

特
例
貸
付
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
返
還
免

除
と
な
る
が
、
こ
れ
は
給
与
収
入
で
換
算
す
る

と
例
え
ば
単
身
者
で
は
月
収
７
万
７
，
５
０
０

円
以
下
と
な
る
。
こ
れ
を
超
え
る
と
月
１
万
円

以
上
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
免
除
枠

拡
大
な
ど
市
独
自
の
支
援
が
必
要
で
は
。

Ａ　

償
還
手
続
や
相
談
は
、
京
都
府
社
会
福
祉
協

議
会
が
対
応
す
る
。
償
還
免
除
枠
の
拡
大
な
ど

の
制
度
設
計
は
、
国
で
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

考
え
て
お
り
、
今
後
の
国
の
支
援
策
の
動
向
を

注
視
し
た
い
。

物価高騰下の市民生活への支援は日本共産党　 中　島　祐　子

Ｑ　

教
育
委
員
会

は
、
い
じ
め
に
係

る
特
別
な
機
能
を

有
し
て
お
ら
ず
、

本
市
に
お
け
る
教

育
の
基
本
方
針

を
定
め
、
そ
れ
に

沿
っ
て
、
各
学
校

の
校
長
主
導
に
よ
る
自
主
的
な
教
育
活
動
を
支

援
し
て
い
く
組
織
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の
特

徴
的
な
教
育
方
針
の
ひ
と
つ
「
い
じ
め
の
未
然

防
止
と
根
絶
」
の
４
月
か
ら
の
市
教
委
及
び
各

学
校
の
取
組
状
況
は
。

Ａ　

市
教
委
で
は
各
校
へ
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

に
基
づ
く
対
応
の
徹
底
の
指
示
、
学
校
か
ら
の

い
じ
め
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
、
中
学
校

生
徒
指
導
委
員
会
に
は
警
察
職
員
の
参
加
も
お

願
い
し
て
き
た
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、
自
校

の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
い
じ
め

の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
の
具
体
策
、
組
織
的

対
応
の
在
り
方
、
学
校
運
営
協
議
会
と
の
連
携

な
ど
内
容
の
充
実
や
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

Ｑ　

学
校
と
地
域
住
民
が
課
題
を
共
有
し
、
同
じ

目
線
で
学
校
運
営
に
取
り
組
む
学
校
運
営
協
議

会
制
度
が
本
年
度
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
る
。
い

じ
め
の
未
然
防
止
と
根
絶
を
社
会
総
が
か
り
で

対
処
す
る
た
め
、
こ
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

今
後
も
学
校
教
育
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会

や
家
庭
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
、
常
に
連
携
を
密
に
し
、
い
じ
め
の
未
然

防
止
・
根
絶
に
向
け
て
、
社
会
教
育
と
し
て
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

いじめの未然防止と根絶の取組は創政会　　梅　原　哲　史

一般質問
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一般質問

Ｑ　

市
民
や
団
体

の
協
力
に
よ
り
、

燃
や
し
て
処
理
す

る
ご
み
の
量
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。

今
年
の
４
月
１

日
か
ら
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環

促
進
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
国
連
環
境
計
画
に

よ
る
報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本
人
一
人
当
た
り

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
発
生
量
は
、
ア
メ
リ

カ
に
次
い
で
世
界
第
２
位
と
な
っ
て
お
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
減
ら
し
、
ご
み
に
し
な
い
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分

別
と
言
わ
れ
て
も
す
ぐ
に
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
準
備
が
必
要
。
第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画

の
目
標
に
も
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の

取
組
は
ど
う
か
。

Ａ　

法
律
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
括
回
収
の
在

り
方
、
回
収
後
の
選
別
、
梱
包
な
ど
、
中
間
処

理
の
在
り
方
な
ど
の
概
要
は
示
さ
れ
た
も
の

の
、
一
括
回
収
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
受
入
先

と
な
る
再
商
品
化
事
業
者
の
情
報
は
こ
れ
か
ら

と
な
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
促
進
法
に
基
づ
く
取
組
内
容
は
決

め
て
い
な
い
。
近
隣
市
に
お
い
て
も
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
へ
の
取
組
の
検
討
は

こ
れ
か
ら
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
含
む
３
R
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
ご
み
を
出
さ
な
い
た
め
の
リ

デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使

用
）
の
取
組
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
の

基
本
と
な
る
分
別
の
徹
底
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
啓
発
に
努
め
た
い
。

プラスチックごみの削減計画を日本共産党　　井田　佳代子

Ｑ　

か
つ
て
「
聖

職
」
と
言
わ
れ
、

教
え
子
に
は
「
師

弟
」
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
教
職
員

は
、
今
や
隔
世
の

感
が
あ
る
。
昨
今

マ
ス
コ
ミ
等
で
、

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
言
わ
れ
る
学
校
の
教
職
員
の

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
本
市
教
育
で
の
改
善

の
取
組
は
。

Ａ　

教
職
員
の
働
き
方
の
改
善
に
向
け
た
取
組

は
、
毎
年
度
、
保
護
者
と
地
域
へ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
き
た
。
今
年
度
か
ら
、
導

入
す
る
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
教
職

員
の
働
き
方
改
革
に
向
け
て
提
案
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ　

山
口
県
阿
武
町
の
支
払
事
務
ミ
ス
や
、
近
隣

市
の
補
助
金
申
請
事
務
の
ミ
ス
、
今
回
発
生
し

た
本
市
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
払
ミ
ス
な
ど

全
国
的
に
事
務
処
理
ミ
ス
や
不
正
受
給
が
発
生

し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
、
今
回
の
事
務
処
理

誤
り
を
防
止
す
る
た
め
ど
の
よ
う
な
対
策
や
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
事
業

は
２
５
０
を
超
え
、
し
か
も
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
事
務
処
理

ミ
ス
の
リ
ス
ク
は
高
ま
っ
て
い
る
。
今
回
の
本

市
で
の
一
件
は
幹
部
職
員
に
よ
る
庁
議
に
お
い

て
、
確
実
な
事
務
執
行
に
つ
い
て
指
示
す
る
と

と
も
に
全
職
員
に
対
し
て
、
会
計
処
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
工
事
等
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
い

ま
一
度
徹
底
す
る
よ
う
に
通
知
し
た
。

ブラックからホワイトの教職に民政会　　安　藤　和　明

Ｑ　

休
日
の
部
活

動
の
地
域
移
行
を

進
め
る
べ
き
と
の

提
言
が
、
公
立
中

学
校
の
運
動
部
活

動
改
革
を
検
討
す

る
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

有
識
者
会
議
か
ら

文
部
科
学
省
へ
提
出
さ
れ
た
。
教
員
の
負
担
軽

減
の
意
味
で
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
そ
の
一

方
、
地
方
で
移
行
が
進
む
の
か
疑
問
も
あ
る
。

提
出
さ
れ
た
提
言
の
内
容
は
。

Ａ　

休
日
の
運
動
部
活
動
か
ら
段
階
的
に
地
域
移

行
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
、
２
０
２
３
年

度
か
ら
３
か
年
を
改
革
集
中
期
間
に
位
置
づ
け

て
取
り
組
む
と
さ
れ
て
お
り
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

担
当
部
署
、
学
校
担
当
部
署
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

団
体
等
関
係
者
か
ら
な
る
協
議
会
を
設
置
し
、

検
討
さ
れ
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

地
域
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
け
入
れ
て

く
れ
る
団
体
が
あ
れ
ば
、
生
徒
が
希
望
す
る
ス

ポ
ー
ツ
に
挑
戦
す
る
機
会
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
部
活
動
は
生
徒

に
と
っ
て
学
校
教
育
の
中
で
、
様
々
な
成
長
の

機
会
を
与
え
る
重
要
な
活
動
で
あ
る
。
部
活
動

に
対
す
る
教
育
長
の
所
見
は
。

Ａ　

部
活
動
は
、
学
年
の
枠
を
超
え
て
、
共
通
の

目
標
を
掲
げ
た
集
団
が
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、

顧
問
や
先
輩
、
後
輩
と
の
人
間
関
係
を
学
び
、

自
主
性
、
協
調
性
な
ど
が
養
わ
れ
る
重
要
な
活

動
だ
と
考
え
る
。
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、
課

題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
担
当

部
署
と
連
携
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

部活動地域移行の内容は民政会　　片　岡　英　晃
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Ｑ　

出
生
率
を
上

げ
る
取
組
や
地
方

へ
人
材
が
移
住
す

る
流
れ
を
作
る
た

め
に
、
自
治
体
に

お
い
て
新
し
い
取

組
が
進
ん
で
い

る
。
本
市
に
お
い

て
も
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
し
子
育
て
世
代
の

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
が
、
更
に
負
担
を
軽
減

し
定
住
に
つ
な
げ
る
取
組
が
で
き
な
い
か
。

Ａ　

国
・
府
の
動
き
、
新
た
な
政
策
と
連
携
し
、

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
を
提
供
し
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
を

図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

本
市
に
は
、
農
地
は
あ
る
が
宅
地
が
な
い
と

い
う
ハ
ー
ド
面
の
相
談
を
受
け
る
。
市
が
主
体

と
な
っ
た
宅
地
開
発
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

現
在
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

を
進
め
、
有
識
者
か
ら
の
意
見
聴
取
や
検
討
委

員
会
で
の
議
論
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
民

間
事
業
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
市
と
し
て
も
出

来
る
事
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

近
年
、
高
校
生
な
ど
利
用
者
が
急
増
し
て
い

る
高
津
駅
周
辺
の
開
発
計
画
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。
駅
の
ス
ロ
ー
プ
改
修
、
駐
輪

場
の
整
備
等
の
計
画
は
。

Ａ　

全
体
の
道
路
法
線
等
拡
幅
改
良
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
高
津
踏
切
の
拡
幅
改
良
に

つ
い
て
も
J
R
西
日
本
等
と
事
前
協
議
を
進
め

て
い
る
。
早
期
に
踏
切
拡
幅
を
含
め
た
事
業
に

着
手
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

これからの人口増加対策を創政会　　高　橋　　輝

Ｑ　

有
権
者
の
投

票
機
会
を
確
保
す

る
た
め
、
西
部
地

域
に
期
日
前
投
票

所
設
置
の
補
正
予

算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
設
置
場

所
や
実
施
日
程

は
。

Ａ　

物
部
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー
に
、
本
年
８
月
28

日
執
行
の
綾
部
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
設

置
し
、
投
開
票
日
の
３
日
前
の
木
曜
日
か
ら
前

日
の
土
曜
日
ま
で
の
間
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

Ｑ　

東
部
地
域
で
は
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
、

中
部
地
域
で
は
市
役
所
や
コ
ン
ビ
ニ
等
で
各
種

証
明
書
が
交
付
で
き
る
。
西
部
地
域
で
も
各
種

証
明
書
が
交
付
可
能
な
西
部
地
域
振
興
支
援
セ

ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
検
討
状
況
は
。

Ａ　

現
在
、
副
市
長
を
ト
ッ
プ
に
関
係
部
署
が
参

加
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
西

部
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
支
援
業
務
を

行
う
た
め
、
施
設
の
設
置
場
所
、
業
務
内
容
、

必
要
な
人
員
体
制
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。

Ｑ　

豊
里
・
物
部
・
志
賀
郷
３
地
区
の
長
年
の
要

望
で
あ
っ
た
西
部
分
駐
所
の
設
置
に
向
け
た
取

組
が
庁
内
で
進
ん
で
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
取

組
状
況
は
。

Ａ　

現
在
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
や
西
部
地

域
内
へ
の
現
場
到
着
ま
で
の
所
要
時
間
、
出
動

の
し
や
す
さ
な
ど
を
考
慮
し
、
設
置
場
所
の
選

定
や
業
務
内
容
な
ど
に
よ
る
体
制
も
庁
内
で
検

討
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
協
議
し
て
い
る
。

西部地域の行政サービスの充実を民政会　　本　田　文　夫

Ｑ　

市
民
の
皆
様

は
普
段
意
識
を
さ

れ
て
い
な
い
と
思

う
が
、
水
道
の
蛇

口
を
ひ
ね
れ
ば
安

全
な
飲
み
水
が
出

て
く
る
。
こ
ん
な

当
た
り
前
の
日
常

が
奥
上
林
の
多
く
の
地
域
で
は
確
保
出
来
て
お

ら
ず
、
個
人
で
の
飲
用
井
戸
に
よ
る
利
用
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
安
心
安
全
な
上
水
道
を

１
０
０
％
整
備
し
、
市
民
に
同
一
の
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
こ
と
は
行
政
と
し
て
の
責
務
で
は

あ
る
と
考
え
る
が
、
奥
上
林
地
域
は
自
治
会
が

点
在
し
延
長
も
長
く
な
る
と
い
っ
た
条
件
の

中
、
費
用
を
考
え
た
場
合
管
路
で
の
整
備
は
難

し
い
と
考
え
る
。
今
後
の
、
奥
上
林
地
域
に
お

け
る
未
普
及
地
へ
の
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
。

Ａ　

市
の
責
務
と
し
て
公
衆
衛
生
の
向
上
、
生
活

環
境
の
改
善
の
観
点
か
ら
も
早
急
に
対
応
で
き

る
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。
対
策
と
し
て
、
従

来
の
水
道
整
備
事
業
と
は
異
な
る
手
法
で
、
よ

り
安
全
な
飲
用
水
等
の
確
保
を
図
る
た
め
、
飲

用
井
戸
な
ど
の
整
備
を
行
う
方
に
対
し
、
整
備

費
用
や
水
質
検
査
の
費
用
な
ど
の
支
援
を
行
う

補
助
金
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
新
設
や
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
が
し
や

す
く
な
り
、
よ
り
安
心
な
水
の
確
保
が
図
れ
る

と
考
え
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
約
６

割
の
方
が
実
施
を
希
望
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な

補
助
制
度
の
活
用
を
地
元
住
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
令
和
５
年
度
を
目
標
に
導
入
を
進
め
て
い

き
た
い
。

奥上林地区の上水道ついて問う創政会　　渡　辺　弘　造

一般質問
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一般質問

Ｑ　

障
害
者
手
帳

に
は
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の

３
つ
が
あ
り
、
福

祉
医
療
費
受
給
者

証
を
交
付
さ
れ
て

い
る
の
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
の
み
で
あ
る
。
精

神
障
害
者
も
福
祉
医
療
費
制
度
に
含
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

精
神
障
害
者
の
経
済
的
負
担
に
配
慮
し
た
医

療
制
度
と
な
る
よ
う
に
、
府
全
体
の
制
度
と
し

て
取
り
組
む
の
が
望
ま
し
い
。
府
で
は
現
在
、

福
祉
医
療
制
度
の
在
り
方
を
検
討
す
る
動
き
も

あ
り
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
医
療
制
度

の
拡
充
に
つ
い
て
府
に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

文
部
科
学
省
は
、
今
年
の
１
月
31
日
全
国
の

公
立
学
校
の
う
ち
１
，
８
９
７
校
が
２
０
２
１

年
度
の
始
業
日
時
点
で
臨
時
教
員
を
補
充
で
き

ず
、
２
，
５
５
８
人
の
教
員
不
足
が
発
生
し
た

と
発
表
し
た
。
本
市
で
の
現
状
は
ど
う
か
。　
　

Ａ　

府
が
配
置
す
る
教
員
数
に
は
欠
員
は
な
く
、

学
級
担
任
や
教
科
担
任
は
配
置
で
き
て
い
る

が
、
非
常
勤
講
師
は
現
在
も
不
足
し
、
産
休
等

の
代
替
教
員
は
確
保
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

府
に
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
が
始
ま
り
一
年
経

つ
が
、
学
校
現
場
で
の
様
子
は
。　
　

Ａ　

授
業
や
児
童
会
活
動
な
ど
で
の
活
用
が
進

み
、
文
房
具
と
し
て
浸
透
し
て
き
た
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
ド
リ
ル
も
導
入
し
効
率
的
に
取
り
組

む
。

障害者医療制度について問う民政会　　松　本　幸　子

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
国
は
介

護
事
業
所
の
減
収

に
対
し
て
手
当
を

す
る
ど
こ
ろ
か
利

用
者
か
ら
負
担
を

求
め
る
こ
と
を
認

め
た
。
本
来
、
公

的
に
補
う
べ
き
で
あ
り
市
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

費
の
活
用
が
で
き
な
い
か
。

Ａ　

事
業
所
の
判
断
で
、
利
用
者
同
意
の
上
の
負

担
は
制
度
上
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
た
。

Ｑ　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
中
に
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が
発

生
し
、
他
の
利
用
者
も
施
設
に
と
ど
ま
ら
ざ
る

を
得
な
い
場
合
、
予
定
外
の
利
用
料
が
発
生

し
、
限
度
額
を
超
え
る
と
十
割
負
担
も
発
生
す

る
。
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

家
族
へ
感
染
防
止
の
た
め
施
設
内
療
養
と

な
っ
た
場
合
、
利
用
期
間
が
延
長
さ
れ
自
己
負

担
が
増
え
る
が
介
護
保
険
で
の
対
応
と
な
る
。

Ｑ　

今
年
に
入
り
、
深
刻
な
感
染
拡
大
が
あ
っ

た
。
介
護
施
設
で
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が
発
生
し
て

も
入
院
で
き
ず
、
職
員
体
制
が
非
常
に
困
難
な

中
で
療
養
・
介
護
を
続
け
た
と
聞
く
。
こ
の
よ

う
な
事
態
を
再
び
招
か
な
い
た
め
市
と
し
て
の

考
え
、
決
意
は
ど
う
か
。

Ａ　

第
６
波
で
は
高
齢
者
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
複
数
発
生
し
、
市
か
ら
は
感
染
防
護
用
品
を

配
布
し
た
。
４
月
に
は
京
都
府
が
、
速
や
か

な
検
査
実
施
の
た
め
抗
原
キ
ッ
ト
を
配
布
さ
れ

た
。
市
と
し
て
は
重
症
化
予
防
の
た
め
、
入
所

者
に
対
す
る
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
高
齢

者
施
設
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。　

コロナ禍、高齢者介護への支援を日本共産党　　搗頭　久美子

Ｑ　

現
在
、
消
防

団
員
が
使
用
し
て

い
る
防
火
衣
の
防

火
性
能
や
配
備
数

は
、
基
準
を
満
た

し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
、
安

全
・
安
心
を
守
っ

て
い
る
消
防
団
員
の
命
を
守
る
装
備
品
の
更
新

を
、
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

消
防
団
の
防
火
衣
の
基
準
は
、
消
防
団
装
備

の
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

の
防
火
衣
は
、
防
火
性
能
や
配
備
数
が
消
防

団
の
装
備
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
今

後
、
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
消
防
団
と
協
議
を

行
い
、
装
備
の
充
実
・
強
化
に
努
め
た
い
。

Ｑ　

２
０
１
７
年
３
月
、
改
正
道
路
交
通
法
の
施

行
に
よ
り
、
準
中
型
免
許
が
新
設
さ
れ
た
た

め
、
改
正
後
に
普
通
免
許
を
取
得
し
た
者
は
、

３
．
５
ト
ン
以
上
の
車
両
は
運
転
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
分
団
に
配

備
し
て
あ
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
運
転
す
る

に
は
準
中
型
免
許
が
必
要
と
な
り
、
免
許
取
得

の
費
用
の
補
助
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

Ａ　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
消
防

団
員
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
「
綾
部
市
消
防
団
の
未
来
を
考
え
る
会
」

で
準
中
型
自
動
車
を
運
転
で
き
る
団
員
を
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
準
中
型
免
許
の
取
得

に
つ
い
て
、
対
象
者
や
費
用
負
担
等
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
た
。
免
許
取
得
に
つ
い
て
は
、
更

に
消
防
団
と
協
議
を
重
ね
、
対
応
し
て
い
き
た

い
。

消防団員の処遇改善を創政会　　柳　原　秀　一



10

Ｑ　

綾
部
市
に
ゆ

か
り
が
あ
る
元
祖

カ
リ
ス
マ
教
師
出

口
汪
ひ
ろ
し

先
生
が
、

受
験
用
言
語
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
小
学
生

用
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
論
理
エ
ン
ジ
ン

キ
ッ
ズ
が
あ
る
。
今
年
度
か
ら
日
本
の
公
立
小

学
校
で
初
め
て
と
な
る
綾
部
・
中
筋
・
吉
美

の
３
小
学
校
で
論
理
的
思
考
力
を
高
め
る
授
業

教
材
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
論
理
的
思
考
力
と

は
、
物
事
の
道
筋
を
立
て
て
考
え
、
一
貫
し
た

話
や
説
明
力
が
向
上
し
、
自
分
の
考
え
を
し
っ

か
り
言
語
化
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
相
手
の
話
も
理
論
的
に
聞
け
る
の
で
、

頭
が
良
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
非
行
や
反
抗
期

が
少
な
く
な
る
と
い
う
。
導
入
の
経
緯
と
狙
い

は
。

Ａ　

「
あ
い
」
の
あ
る
学
習
指
導
に
基
づ
き
、
論

理
的
に
思
考
し
、
表
現
し
た
り
、
他
の
考
え
を

尊
重
し
伝
え
あ
っ
た
り
す
る
言
葉
の
力
の
育
成

を
学
校
教
育
の
重
点
に
掲
げ
て
い
る
。
３
小
学

校
で
は
特
に
筋
道
立
て
て
考
え
る
力
・
伝
え
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
こ
の
教
材
が
効
果

的
だ
と
考
え
て
今
年
度
か
ら
導
入
を
し
た
。

Ｑ　

他
の
市
内
小
学
校
に
導
入
の
考
え
は
。

Ａ　

学
校
に
お
け
る
教
科
書
以
外
の
教
材
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
あ
る
取
組
を
進
め
る
た

め
に
も
、
各
学
校
で
選
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
論
理
的
思
考
力
や
課

題
解
決
能
力
・
問
題
解
決
力
の
育
成
に
努
め
て

い
き
た
い
。

論理的思考を高める教育とは民政会　　藤　岡　康　治

議員の表彰
第98回全国市議会議長会定期総会において、安藤和明議員、高橋輝議員が議員在職15
年以上の表彰を受けました。

可決した意見書

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋め立て等に使用しないよう求める意見書

沖縄戦では一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行われ、多くの尊い命が失われた。沖縄の住民の
みならず、全国から召集された日本兵をはじめ、様々な背景を持つ 戦没者の遺骨が現在も沖縄の地に
眠っており、糸満市摩

ま ぶ に

文仁の平和祈念公園内にある「平和の礎
いしじ

」には、国籍や軍人・軍属・民間人の区別
なく沖縄戦等で亡くなられた24万有余の人々の氏名が刻銘されている。

この沖縄戦では、京都府出身の軍人2千5百有余の人々が命を落とすこととなり、これらの人々の御冥
福を祈るため、沖縄県宜野湾市嘉

か か ず

数の丘には「京都の塔」が府民によって建立され、毎年現地において慰
霊巡拝、慰霊式が催されている。

戦没者の遺骨収集が今も続く中、犠牲になった人々の遺骨等が入った土砂を、いかなる目的でも利用
することは、戦没者とその遺族の尊厳の尊重を求める願いに背くもので、人道上許されるものではない。

よって、国におかれては、下記の事項を速やかに実現されるよう強く求める。

記

1　沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を、埋め立て等に使用しないこと。
2　わが国で唯一、住民を巻き込んだ地上戦があった沖縄の事情に鑑み、「戦没者の遺骨収集の推進

に関する法律」を遵守し国が主体となって戦没者遺骨収集を実施すること。



綾部市議会が取り組んでいる議会改革の一環として、議長交際費を市民に積極的に公開しています。
令和３年４月から令和４年３月までの支出について報告します。
また、ホームページにおいても公開しています。

8,250

8,250

1

1

御祝

弔費

会費

その他

月計

件
数

0 0

件
数

0 0

件
数

0 0

件
数

0 0

件
数

11,000

11,000

1

1

件
数

5,000

5,000

1

1

件
数

5,000

5,000

件
数

5,000

5,000

10,000

1

1

2

件
数

10,000

11,000

21,000

2

1

3

件
数

0 0

件
数

0

20,000

30,250

5,000

5,000

60,2500

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計件
数

（単位：円）

1

1

政務活動費は、地方自治法第100条第14項及び第16項の規定に基づき、「綾部市議会政務活動費の交付に関する条例」を定
めて、市議会議員の調査研究に必要な経費の一部として交付されます。会派に対し、月額1万5千円／人。　

なお、詳細については、市議会ホームページ、情報公開コーナー（市役所東庁舎１階）で公開しています。

令和３年度政務活動費の収支内容をお知らせします。令和３年度政務活動費の収支内容をお知らせします。

民 政 会

創 政 会

日本共産党

公 明 党

心 友 会

1,110,000 

900,000 

720,000 

180,000 

180,000

322,546 

511,267 

688,111 

100,045 

15,204 

321,000 

511,000 

687,000 

99,000 

14,000 

交付上限額 支出総額 交付決定額

（単位：円）

政　務　活　動　概　要会　　派

タブレット通信料、研修参加、プリンタ購入、コピー代、書籍購入

会報発行、折込料、タブレット通信料、プリンタ購入、コピー代、新聞購読

会報発行、折込料、タブレット通信料、コピー代

タブレット通信料、新聞購読

タブレット通信料

令和３年度議長交際費の支出内容をお知らせします。令和３年度議長交際費の支出内容をお知らせします。

※支出総額と交付決定額の差額は会派で支払われています。
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令和４年９月定例会の日程予定
９月定例会は､９月20日から10月26日までの37日間の会期で予定しています。

９月20日（火）　本会議（議長・副議長・監査委員等の選任）
19月21日（水）　本会議（議案上程、人事案件採決）
19月29日（木）　請願受理締切り（正午）
19月30日（金）～10月4日（火）　一般質問
10月５日（水）　総務教育建設委員会
10月６日（木）　産業厚生環境委員会

10月７日（金）　予算決算委員会（総括質疑）
10月11日（火）　予算決算委員会（予算審査）
10月14日（金）　本会議（採決）
10月17日（月）～24日（月）
	 	   予算決算委員会（決算審査）
10月26日（水）　本会議（採決）



取材を終えて
学校をもっと良くしたいという使命感をもち、笑顔あふれ

る中で活動する生徒会役員でした。
生徒会活動に取り組んでいる上級生の恰好良い姿をみて、

あるいは明確な目標をもって立候補された皆様、活動開始か
ら半年が過ぎた今も、当初の思いが色あせることなく輝き続
けておられます。
生徒会スローガン　繋　～仲間とつながり　共に未来へ～
様々な繋がりを大切にし、未来への更なる大きな飛躍を期

待しております。

「次世代からのメッセージ」中学校最終回は綾部中学校を訪問し、生徒会役員の
みなさんの声を聞いてきましたのでご紹介いたします。
（アンケートは専門部長６人からも回答をもらっています）

〜綾部中学校生徒会〜
（令和４年７月 取材）

世代からの

メッセー
ジ次次

・故郷として楽しみにして帰ってくる。自然など楽しみたい。
・自分の生まれ育った場所で、自分が何か返せるような人
　になって綾部市に貢献したいと思ったから。
・静かで落ち着く。物づくりが好きで、自然が好きだから。
・もっと様々な雰囲気を感じとりたい、色々な人と出会いたい。
・綾部には住まないけれど、たまに故郷に帰ってきて自然
　に親しみたい。
・自分の夢をかなえるために綾部を出て頑張ろうと思って
　いるが、綾部は生まれ故郷なので、家族や友達に会いに
　たまに帰ってきたい。

・自然が多く、人が温かく優しいところ。
・野菜が新鮮でとてもおいしい。・物づくりが盛んなところ。
・水がきれいなところ。由良川は綾部の魅力。
・山や川など、自然で散歩とかすると虫の音とか聞こえていい。
・田舎っぽくも、都会っぽくもないところ。
・景色がきれいなところ。すごく素敵な街だと思います。
・地域の人と交わり（親しみ）やすい。

綾部のどんなところが好き

綾部に住み続けたいですか？
いいえ
4人

はい
11人

・綾中が良くなるよう責任をもって行動する。色々な人から
　良く思ってもらえる、信頼してもらえる学校をつくってい
　けるように頑張る。
・誰もが笑顔で安心した学校生活を送れるように日々努めて
　いきたい。「学び」への意欲を高め、輝く未来を切り拓い
　ていけるような学校づくりをしていきたい。
・綾部中学校の良さをたくさん見つけ、良いところをどんど
　ん伸ばしていきたい。
・綾部中学校のリーダーとなり、全校を引っ張り、明るい学
　校にするための手助けをしたいと思う。
・生徒会役員として選ばれたからには、責任感を持って、全
　校の手本となる行動をとれるようにしていこうと思います。
・地域の人とも、生徒とも関わっていきたい。
・綾部の役に立ちたい。まちに貢献する。
・もっともっと地域の方に応援していただける、笑顔であふ
　れる学校をつくっていけるよう頑張る。
・生徒会役員として全力で取り組む。例えば、取組や行事に
　対して、また日常生活の掃除や挨拶に対しても全力で取り
　組む。目標は読書が好きな人を増やすことだから色んな取
　組をしたい。

生徒会役員としての希望や決意は

・音楽、美術関係、スポーツ関係　・医療系、物づくり系
・色々な人を笑顔にできる職業　・自分の会社をもつ
・国際的な仕事　・理学療法士　・学校の先生
・人の役に立ちたい。人の喜びを一緒に喜びたい派なので

将来の夢、どんな職業に就きたいの？

・ユニクロ、IKEA、コストコ　・アニメイト　・au
・カフェ(スタバ)、本屋、映画館　・坂を平らにしてほしい
・遊園地（乗り物をたくさん造るのではなく、自然を活か
　した魚釣りやカヌーなどを取り入れる）
・アミューズメントパーク、テーマパーク
・みんなが自由に遊べるスペース。駐車場や駅では危ない
　と思うからのびのびとできるスペース

綾部に欲しいものは？
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５月に各自治会連合会単位で開催させていただきました「市
民と議会のつどい」では、多くの皆様にご参加いただき誠にあり
がとうございました。 頂戴しました157件の貴重なご意見、 ご要

望を踏まえ、議会において更にまちづくりの議論を深めてまいります。
また、 第18期後期の広報広聴委員会としては最後の議会だよりとなりました。 ９月からは新
たな広報広聴委員会による編集となりますが、今後も皆様に親しみを持っていただける議会だ
よりとなるよう努めてまいります。引き続きご覧いただきますようお願い申し上げます。ありがと
うございました。

編集／広報広聴委員会
◎種清喜之　〇井田佳代子　中島祐子　藤岡康治　梅原哲史　柳原秀一　本田文夫　安藤和明　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


